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Ｉ　研究のねらい
現代世界は，市場や情報などさまざまな面で一
体化しつつある。しかし，それは一朝一夕になっ
たわけではない。 16世紀以来の約500年間に及ぶ
世界の一体化の歴史があるのである。
近現代史を重視する世界史教育においても，こ
の世界の一体化の過程にグローバルな視野から取
り組む必要があろう。しかし，現状はどうだろう
か。授業では，大西洋奴隷貿易やアヘンをめぐる
三角貿易を扱う場面はあるが，あくまでも部分的
で平板な扱いにとどまっているのではないだろう
か1）。
本稿では，物や人の 匚移動と交流」に着目しな
がら，構造的に一体化する近代世界を対象とした
授業モデルを開発する。
皿　歴史学研究にみる「移動と交流」と世界史教
育への適用
世界史を物や人の「移動と交流」の視点から把
握しようとした場合，歴史学にはどのような先行
研究があるのだろうか。 ここでは， ネットワーク
の広がりや世 界の構造を大局的にとらえ る立場
（マクロ・アプロ ーチ）と，人間の日常生活を細
部からとらえる立場（ミクロ・アプロ ーチ）から，
歴史学の先行研究が世界史教育に示唆するものを
考察する。
１。マクロ・アプローチの研究が示唆するもの
(1) ネットワークの理論の場合
ネットワークとは，相互に結びついて一体となっ
た伝送路体系のことであり，道路・水路・海路な
どからなる交通路の網状構造をさす2)。このネッ
ー
トワークに着目する意義として，福井憲彦氏 は，
匚さまざまな地域の関係を重視する立場にたつと，
生産よりも交易 の歴史を重要視する必要がある｣
と指摘している3)。 ネットワーク関連の研究の一
つに，濱下武志氏の銀の流通から近代の世界経済
を解明したものかおり仏 世界諸地域に存在して
いた地域のネットワークが次第に接続，再編され
ながら世界が一体化する展開を考察している。
このような地球上を水平的にとらえるネットワー
クの理論を世界史教育 に取り入れるならば，物や
人の動きを通して，高校生が理解しにくい同時代
の世界のつながりを把握しやすくさせ，さらにネッ
トワークの接続や拡大に着目させたならば，貿易
を通した地域間の結合の過程を一層明確に把握で
きよう。
(2) 近代世界システム論の場合
イマヌエル・ウォーラーステインの近代世界 シ
ステ ム論は，次のように要約される5)。
①近代の世界システムは，資本主義的な世界経
済の形態をとっており，この世界経済は 匚長期の
16世紀｣ に起源をもっていること。
②それ以来，資本主義的な世界経済は，地理的
に世界全体を覆うようになり，拡大と収縮のくり
かえしがパターン化したこと。
③特定の経済的役割を割り当てられる地域が地
理的に移動するようになったこと( ヘゲモニーの
確立と崩壊，中核・半周辺・周辺の立場におかれ
た各地域の浮き沈みなど)。
この近代世界システム論を世界史教育に取り入
れるならば，国際分業体制の地球全体への拡大を
通して，立体的・構造的に世界が一体化していく
過程の説明 が可能となる。なぜなら，この理論は
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近代世界史を各国の国民経済ごとに分割してとら
えるのでなく，一つのシステムとして近代世界の
構造をとらえるもので，マクロ的な特性をもっか
らである。この近代世界システムの成立と展開か
ら 匚世界の一体化」の理論を抽出して教育内容を
構成すれば，高校生にグローバルな視野から近代
世界に迫る歴史認識の形成が可能といえよう。
ただし，近代世界システム論を教育的に加工す
る際には，配慮が必要である。ヘゲモニー国家の
概念およびその変遷については，近代世界の展開
を巨視的に把握できる利点はあるが，中核・半周
辺・周辺という三重構造の概念は，半周辺のもっ
流動性が曖昧さを持つため高校生には難解と考え
られるからである。
２。ミクロ・アプローチの研究（日常生活に関す
る研究）が示唆するもの
かつての政治史や社会経済史中心の研究動向に
対し，近年の歴史学では， フランスのアナール学
派に学びつつ人々の身近な日常生活を切り口とし
た社会史・生活史研究が多く発表されている‰
川北稔氏が 匚現代とは時間と空間の異なる社会
において，人々は何をどのように食べ，何を着て
いたのか，どのように家族を構成し，どんな価値
観をもって，どのような人生を生き，何を生甲斐
としていたのか， といった事実への理解が不可欠
である」と述べているように7），過去のある時代
の全体像に迫 るためには，当時の人々の衣食住な
どの営みや生活文化への理解が必要といえる。
このような日常生活を対象とする歴史学研究の
成果を世界史教育に取り入れるならば，高校生に
とって身近で実感的な歴史のイメージを形成する
ことができよう。衣類や食料など身近で親しみの
ある物を通した学習は，現在と過去をつなぐ接点
となり，当時の人々の生活状況を把握しやすくな
る。同時に，当時の貿易品であった胡椒・茶・コー
ヒー・砂糖・綿織物などは，教材の物としても授
業で有効な活用ができる。
-
３。マクロの理論とミクロの視点の結合
川北稔氏 の中・高校生向けの著書『砂糖の世界
史』（岩波書店，2000 年） は，砂糖の生産と消費
に着目しながら，茶や黒人奴隷の動きに関連させ，
近代世界システム論を通して当時の世界構造に迫っ
たものである。このような歴史学研究にみられる
マクロの理論（近代世界システム論） とミクロの
視点,（具体的な物や人の動き）の結合は，近代史
の授業構成にも有効といえる。
Ⅲ　 「移動と交流」に着目した近代世界史の授業
開発
１．世界史カリキュラムでの位置づけ
開発する単元の世界史カリキュラムの全体にお
ける位置づけは，平成ｎ 年度版の高等学校学習指
導要領の世界史Ａ・世界史Ｂを参考にした。その
理由は，次の二点である。
一つは，近代の定義が，従来の19世紀という狭
義の意味から，新しい学習指導要領では16～19 世
紀という広義の意味に改められたからである。 19
世紀以降を近現代史ととらえ る従来の方法では，
匚市民革命と産業革命」を起点とするヨーロッパ
中心の世界史像を生 み出しかねないが，16世紀以
降を近現代史ととらえ た場合は，欧米諸国の近代
化とアジア・アフリカ諸国の低開発の問題が共時
的な連関として把握でき8），筆者が意図するグロー
バルな視野にたつ教育内容開発が可能になると考
えるからである。
もう一つ は，「‾移動と交流」を主題とする場合，
地域世界の接触と結びつきの視点が必要であり，
従来の文化圏単位の構成に代 わり新たに取り入れ
られた地域世界単位の世界史構成 は，この単元開
発の視点と一致するからである。
ここでは，開発する単元を 厂一体化する世界」
（20 時間配当） として， 世界史Ａ・世界史Ｂの年
間カリキュラムに位置づけた（表 工）。
表 凵こ示したように，世界史Ａにおいては本単
元 匚一体化する世界」をそのまま近代の学習にあ
てはめる。世界史Ｂにおいては本単元を学習した
後 に，欧米とアジア世界の政治史を主とした学習
を行うよう設定した。
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表１　世界史カリキュラムにおける「一体化する世界」
の位置づけ　 （筆者作成）
世界史Ａ（２単位）
区 分 大単元 時間
前近代 諸地域世界と交流圈 20時間
近　代 一体化する世界 20時間
現　代 現代の世界と日本 25時間
その他 考査等 5時間
(計) 70時間
世界史Ｂ（４単位）
区 分 大単元 時間
前近代Ｉ 諳地域世界の形成 30時間
前近代Ｈ 諳地域世界の交流と再編 30時間
近　代
近代世界の形成 30時間
（ ） 一体化ずる世界 (20)
（2）ヨーロッパとアメリ
カ社会の変革
（3）アジア社会の変貌
㈲
(5)
現　代 現代の世界と日本 35時間
その他 主題学習 5時間
考査等 10時間
(計) 140時間
２。単元構成の視点と方法
単元の構成にあたっては，前述の歴史学研究が
示唆する点をふまえて，マクロの理論（教育内容）
にミクロの視点（教材の設定）を結合することと
し，具体的には以下の三つの視点と方法で行う。
① 近代世界の形成過程での区分
近代世界システムの展開に関連させながら，16
世紀～19世紀を近代の形成過程として区分し，時
代順 に単元を構成する。
② 「世界の一体化」の理論の抽出
①の区分にもとづいて， ネットワークの理論と
近代世界システム論から「世界の一体化」の理論
を抽出し，教育内容を構成する。
③ 主要な教材の選定
①の区分に対応し，②の理論が具体的に明確と
なる物・人・貨幣・情報の動きを教材として選定
する。
なお，③の「世界の一体化」の理論は，以下の
ように命題化した。さらに，これらの視点と方法
にもとづ き，図１に「世界の一体化」 の理論 と教
材の関連を示した。
Ａ　 近代世界 システムが成立したのは16世紀であり，これが世界の一体化の始まりとなった。
Ａ-1　16 世紀に，近代世界システムは，西ヨーロッパ諸国を「中核」 とし，ラテンアメリカや東ヨー
ロッパを「周辺」 とした国際分業体制として成立した。
Ａ-2　16 世紀のアジアは域内交易で繁栄しており，西ヨーロッパ諸国 はアジア交易 に参入するにと
どまった。
Ａ-3　16 世紀の世界を結び付けていたものは，銀と香辛料であった。
Ｂ　 近代世界 システムは，17 ・ 18世紀にラテンアメリカ・アフリカ・ アジアの大半・ロシアにも拡大
し，世界の一体化が進展した。
Ｂ-1　17 世紀にオランダが近代世界システムのヘゲモニーを掌握した。
Ｂ-2　17世紀後半以降，イギリスが環大西洋の経済圏を掌握し，ラテンアメリカとアフリカが従属した。
Ｂ-3　18 世紀後半，近代世界システムはアジアの大半やロシアに拡大した。
Ｂ-4　17 ・ 18世紀の主な物や人の移動は，茶・砂糖・キャラコ・黒人奴隷であった。
Ｃ　近代世界システムは，19 世紀には地球規模に拡大し世界の一体化がほぼ完成した。
Ｃ-1　イギリスはフランスとの抗争に勝利し，19 世紀中ごろヘゲモニーを掌握した。
Ｃ-2　19 世紀には，交通手段の発達により，大量生産さ れた工業製品の輸送や地球規模での移民が
可能となり，近代世界 システムが地球全体を覆い尽くした。
Ｃ-3　19 世紀末 には，ドイツとアメリカ合衆国が「中核」ｲ匕したノ
Ｃ-4　19 世紀の主な物や人の移動 は，茶・アヘン・綿花・綿製品・北米 への移民であった。
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・17世紀 に一 時， 世界 システムが収縮。
・重 商主義 による ヨーロ ッパ の 厂中核」 諸国 の争 い。 17世紀 にオラ ンダ
がヘゲ モニ ー掌握。 17世紀 後半以降， イ ギリスが環大 西洋規模 で の世
界市 場を形 成し， ラテ ンアメ リカとアフリカが従属化。
・18世 紀後半， 世界 システ ムが アジアの大半やロ シア にも拡大。
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・イギ リスはフランスに勝利 して， 工9世紀中頃 ヘゲモニーを掌 握。
・蒸気 船や蒸気 機関車 の普及 により大量生 産さ れた工 業製品 の輸送 や地
球規模で の移民 が可能 となり， 世界 システ ムが地 球全体を覆い 尽くす。
・19世紀末 にド イツとアメ リカが「中核」ｲﾋ。
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゛゛‘ テ ムの中核　　　　　　 が及んだ地域　　　　　　　 及 んでいない地域　　　　 物 の動 き
図１「世界の一体化」の理論と教材の関連
（備考：この図は，次の文献を参考に筆者が作成。）
○加藤祐三・川北稔「世界の歴史25 アジアと欧米世界」中央公論社, 1998
0 松井透『世界市場の形成』岩波書店, 1999
－66 －
３。 授業構成の視点と方法
本単元 の授業構成は，以下の扎点と方法により
行うこととする。
（1）主要な問い
授業構成の際には，さまざ まな情報や説明を求
める発問を組織し，適切に配列することが必要で
ある。本単元では， 匚なぜ」 という問いで主要な
問いを組織し9），歴史事象の因果関係を探究する
授業構成を行う。
（2）教材の取扱い
本単元の教材は，香辛料・紅茶・砂糖・綿織物・
黒人奴隷など具体的な物や人の動きである。 この
ような教材を用いる利点として は，次の二点が考
え られる。
一つめは，ビジュアルな写真や実物（胡椒・紅
茶・カステラなど）を取り上げることで，生徒の
視覚に訴えたり日常生活で身近に関わりがあるこ
とから，生徒の興味や関心を高めることができる。
これらの教材は，授業 の導入部分に適していると
同時に，展開部分での資料として も有効 に活用で
きる。
二つめは，これらの教材は，授業 の後半部で理
論を習得させるための布石の役割を果たすことで
ある。具体的な物や人の動きを知り，それらが世
界システムに組み込まれていることを把握すれば，
「‾世界の一体化」理論の習得が容易となろう。
（3）理論の習得と学習過程
本単元で の授業構成の基本 は，匚世界の一体化」
の理論を生徒に習得させることであるＯ この理論
は，「‾世界の一体化」 に関わる知識を体系化した
教育内容であり，それぞれの授業においては到達
目標ともいえる。
そこで，生徒自身による理論（歴史解釈）の吟
味や検討の過程を保証する学習論として，理論習
得の過程を次のように構想した。
① 問題把握
授業の到達目標に迫る学習課題（主要な問
い）を設定する。
② 予想の設定
学習課題に対して，生徒の予想を説得力の
あるものに集約（仮説化）する。
③ 事実調査・関係考察
予想をさまざまな角度から確かめ，一層確
実な理論仮説に仕上げる。
④ 発展追究
習得した理論仮説を，別の歴史事象に適用
し，発展的に追究するＯ
４。単元「一体化する世界」の授業モデル
（1）単元名　 匚一体化する世界」（20時間配当）
（2）単元の目的
插世紀から工9世紀において，物や人の 匚移動と
交流」を通して，近代世界が市場の拡大とともに
一体化していく過程を構造的に把握させ，現代の
課題である南北問題の起源を解明する。
（3）単元の指導計画
単元の指導は，次のI ～IVの段階で行う。
Ｉ 現代の課題からの問題提起
]1 生徒のグループ単位で行う，物や人の
｢移動と交流｣ の調べ学習
Ⅲ 教師の講義を主とした理論習得の学習
IV 単元全体のまとめ
また，小単元の構成と指導過程を，表２に示し
た。
（4）授業モデルの概要
ここでは，紙面の都合上，第18時の展開例（19
世紀を対象とした４時間のうち１時間）を示す。
① テーマ
移民の世紀と交通の発達
一 世界の一体化の進展 －
② 目 標
19世紀の移民が世界規模であった要因の追究を
手がかりに，交通の発達が人や物の大量移動を可
能にして世界の一体化を進展させたことを理解さ
せる。
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表２　単元「一体化する世界」の指導計画
時配 小単元のテーマ 指導過程
Ｉ
問
題
提
起
１
時
間
第
１
時
近代史を学習するにあたって
一南北問題の起源を求めて－
○現代の課題である南北問題からの問題提起
｢なぜ，先進国と途上国に経済格差が生まれたか｣
○予想の整理( 予想を説得力のあるものに集約)
○問題把握＝世界のっながり(世界の一体化)の過程の解明
○考察の進め方
・具体的な物や人などの動きから探究する世界の一体化
(生徒のグループ学習を中心に)
・近代世界システムの展開から探究する世界の一体化
(教師の講義を中心に)
ｎ
生
徒
主
体
の
調
べ
学
習
７
時
間
第２
時
こうすればできる調べ学習
－マネー探究（銀の動き）の例－
○調べ学習(グループ学習)のオリエンテーション
・調べ学習のテーマ紹介，調査内容と方法の説明
・まとめ方，教師の支援，評価の説明
・グループ分けと発表方法の説明
・調べ学習の例として，銀の動きを紹介
第３
４
５
時
調べ学習のテーマ
Ａファッション探究
一絹・毛織物・綿織物の動き－
Ｂ食べ物･飲み物探究
－ポテト･茶･コーヒー･砂糖の動き－
Ｃスパイス･麻薬探究
一香辛料・タバコ・アヘンの動き－
Ｄ武器・産業探究
一鉄砲・鉄道の動き－
Ｅ黒人奴隷探究
－アフリカ黒人の動き一
Ｆ移民探究
－アメリカやオセアニアへの移民・
アジア労働者の動き－
○生徒主体で行うグループ単位の調べ学習
・調べ学習および発表資料作成
第
６
７
８
時
○生徒主体で行うグループ単位の調べ学習
・各グループの発表と質疑応答
Ⅲ
講
義
を
主
と
し
た
学
習
活
動
11
時
間
第
9
10
11
時
○講義形式の授業では，以下の方法で授業構成
①　匚なぜ」を中心とした問いの組織化
② 授業で使用する資料に応じた知識，かつ，高校生に探究可能
な知識の構造化
③ ②を教材と結びつけながら 匚世界の一体化」理論を生徒に追
究させる学習過程
○教材（具体的な物や人の動き）の扱い方の工夫
・生徒の意欲や関心を高めるとともに，その学習成果をいか
すために，Ｈの調べ学習での資料の積極的な活用
|]
回
… j……16世紀柵世界の十体化の始まず ﾌﾞ
ﾌﾞ]=|｜
①ヨーロッパ人の探検と海外進出
－ヴァスコ＝ダ＝ガマと香辛料－
②世界規模の商業の始まり
一銀と香辛料がつないだ世界一
③ 匚一体としての世界」の始まり
一近代世界システムの成立－
第
12
13
14
15
時
|卜]こ万ｪ17 ･ 18世紀ヤ世界の二体化め進展………］
④オランダの世界進出と貿易
－アムステルダムの盛衰－
⑤大西洋を動く奴隷と砂糖
一環大西洋経済圏の形成一
⑥キャラコの魅力と国産化
一最初の工業国家イギリスー
⑦茶のボイコットとタバコ生産
－アメリカの独立と近代世界システムー
第
16
17
18
19
時
|………… 19丗紀三世界め十体化の揖ぼ完成 言］
⑧紅茶の普及にみるイギリスの繁栄
－19世紀のヘゲモニー国家－
⑨アヘンを武器にインドから清ヘ
ーイギリスのアジア市場進出－
⑩移民の世紀と交通の発達
一世界の一体化の進展－
⑥アメリカとドイツの台頭
一近代世界システムの地球規模の拡大一
IV
ま
と
め
第
20
時
近代史の学習を終えて
一南北問題と現代世界一
○単元全体の問題の解明
・「なぜ，先進国と低開発国の経済格差が生まれたのか」という
テーマでのレポート作成
・生徒の意見の発表
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③授業モデルの展開 【第18 時 】
発問（主○・副○），指示，説明 資料 教授・学習活動 生徒に習得させたい知識（予想される回答）
問
題
提
起
今日も19世紀の学習ですが，人の動きや交通から世
界のつながりについて考えていきます。
○ここに持ってきたジャガイモは，コロンブスがアメ
リカ大陸から持ち帰ってヨーロッパに広まり，16世
紀末日本にも伝わりました。19世紀にこのジャガイ
モを国民の大半が主食にしていた国はどこですか。
○これは，19世紀中ごろのアイルランドの農民の詩で
すが，作者は何に苦しんでいるのでしょうか。
○次の資料をみて, 1841 ～51年の間にアイルランドの
人口はどれくらい減少したのか，答えなさい。
○なぜ
，工840年代アイルランドの人口が激減し，さら
に減少していったのでしょうか。
厂移民探究グループ」のワークシート資料を参考に，
次の質問に答えなさい。
○国を離れたアイルランド大は，どこへ行き，どんな
生活をしたのでしょうか。
○アイルランド大以外に19世紀の移民は，どこからど
こへ，またどれくらいの大が移動したのでしょうか。
○では，なぜ，19世紀に世界規模での移民がおこった
のでしょうか。今日の時間は，この問題を考えます。
①
②
③
④
※
(⑤)
(⑥)
Ｔ：発問する
Ｓ：答える
Ｔ：説明する
Ｔ：発問する
Ｓ：答える
Ｔ：資料を提示
Ｓ：資料で確認
Ｔ：発問するＳ：答える
Ｔ：資料で説明
Ｔ：発問するＳ：答える
Ｔ：資料で説明
Ｔ：資料で説明
Ｔ：問題を提起
（ドイツかな｡）
アイルランドでは17世紀初めから穀物を
イギリスに輸出したため，ジャガイモが
国民の主食となっていた。
ジャガイモが病気で育たず家畜も失って，
故郷を離れなければならなくなった。
10
年間で160万人が減少した。 1840年ごろ
の人口820万人が19世紀末には半減した。
ジャガイモを常食とするアイルランドで
は1840
年代の飢饉のため，農民は100万人
以上が餓死し150万人以上が移民となった。
アメ
リカ合衆国・イギリス・オセアニア
などへの移民となり，労働者となった。
ヨ
ーロッパから北米に約3500万人，南米に
約360万人， オセアニアへ約200万人の他，
中国人・インド人も移動した。
予
想
の
設
定
では，皆さんの考えはどうか予想してください。
皆さんの考えをもとに次のような予想にまとめます。
Ｓ：予想する
Ｔ：予想の根拠
を問い，まと
める
(飢饉や生活に苦しむ貧しい人たちが新
天地での成功を夢見て移民となったので
はないか
。 19世紀には，世界各地の農場や
工場での生産が増え世界貿易も拡大した
ために労働力の需要が増えたのではない
か｡)
世界各地の農場や工場での労働力として，貧しい
人たちが移動したため，世界規模の移民の動きと
なったのではないか。
事
実
調
査
関
係
考
察
では，予想を確かめていきます。
○移民先がもっとも多いアメリカには，どんな地域出
身の人々が移民したのか，資料をみて答えなさい。
○自由の女神をあおぐ移民の絵画と台座の詩について，
この資料からわかることは何ですか。
○なぜ，アメリカには多数の移民(1821 ～1910年で約
3400万人）が流入したのでしょうか。
○なぜ，この時期に多くのインド人や中国人も移動し
たのでしょうか。
○大量の移民たちは，どのような交通機関を利用した
のでしょうか。
以上のことから
，19世紀に世界的規模での移民がお
こった原因について，まとめなさい。
(⑦)
(⑧)
(⑨)
(⑩)
⑨
Ｔ：資料を提示
Ｓ：資料で確認
Ｔ：資料を提示
Ｓ：資料で確認
Ｔ：発問するＳ：答える
Ｔ：資料で説明
Ｔ：発問する
Ｓ：答える
Ｔ：資料で説明
Ｔ：発問するＳ：答える
Ｔ：資料で説明
Ｓ：まとめる
19世紀後半の移民は,西ヨーロッパや北ヨー
ロッパ出身者が大半であった。
貧困と疲労に苦しんでアメリカに到着し
た移民を自由の象徴の女神が迎えている。
アメリカの
工業化や運輸網の建設に労働
力が必要というプル要因と，経済的に苦
しむ人々の存在というプッシュ要因があっ
た。
奴隷貿易廃止に伴い，中国とインドの貧
しい民衆が世界各地の農場や鉄道建設の
労働力として流出した。
移民たちは工9世紀後半から発達した鉄道
網や船舶で運ばれた。　このような移民の
動きと交通機関の発達は世界の一体化を
促した。
ヨーロッパやアジアの貧しい人々が， ア
メリカをはじめ世界各地の農場や鉄道建
設の労働力として
，鉄道網や船舶の発達
により，世界規模で移動した。
発
展
追
究
019 世紀の小説『80日間世界一周』は，工6世紀のマゼ
ランの航海に比べどれくらい日数を縮めましたか。
○鉄道網や蒸気船など交通の発達は，人々の生活には
どんな影響があったのでしょうか。
○鉄道や蒸気船の普及は，近代世界にどんな影響を与
えたのか√今日の授業を振り返ってまとめなさい。
⑩
⑩
Ｔ：資料を提示
Ｓ：資料で確認
Ｔ：資料を提示
Ｓ：資料で確認
Ｓ：まとめる
蒸気船
・鉄道・スエズ運河の利用により，
２年と280日縮め，安全性も高まった。
世界がひとつに結ばれ，世界への関心が
高まり新聞などの通信業，旅行業が発達
した。
大量の移民や物資を短期間で大量に運ぶ
とともに，通信・旅行業を発達させ，世
界の体化の進展を一層促した。
※ は生徒 のワ ークシートを 使用する。資料⑤～⑩ は，生 徒のワーク シート に記載がな い場 合の補助資料とす る。
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【資料出典】
① アイルランド人の主食・ジャガイモ〔綿引弘『物が語る世界史』聖文社, 1997, p.167〕
② アイルランドのコーク州スキベリーンでよまれた歌〔ｃ・ミラー，Ｐ・ワグナー著，茂木健 訳『アイ
ルランドからアメリカへ～700万アイルランド人移民の物語』東京創元社, 1998, pp.59-61〕
③19 世紀のアイルランド人口の推移〔浜林正夫，長沼宗昭『ファミリー版世界と日本の歴史７ 近代２
自由と平等を』大月書店, 1989, p.25〕
④ ジャガイモ飢饉〔堀越智『アイルランド民族運動の歴史』三省堂, 1979, p.78〕
〔Ｍ･Ｂ･ノートン他，宮井勢都子 他訳『アメリカの歴史 第2巻 合衆国の発展』三省堂, 1996, p.201〕
⑤ アイルランド人移民〔川北稔『ヨーロッパと近代世界』放送大学教育振興会, 1999, p.115〕
⑥ 国際的な人口移動(1820 ～1910年）〔Ｆ・ドルーシュ編，花上克己 訳「ヨーロッパの歴史 欧州共通教
科書」東京書籍, 1995, p.297〕
⑦ アメリカ合衆国への移民の推移〔常松洋『大衆消費社会の登場』山川出版社, 1997, p. 12〕
⑧ 自由の女神をあおぐ移民たち（絵画）と自由の女神像の台座の詩
〔本間長世 編『アメリカ世界Ⅱ』有斐閣新書, 1980, p.57〕
⑨ アメリカ合衆国への移民〔大江一道『世界近現代全史Ｉ』山川出版社, 1997, pp.358-359〕
⑩ 奴隷貿易に代わったクーリー貿易･
〔宮崎正勝『早わかり世界近現代史』日本実業出版社, 2001, pp. 134-135〕
⑩ 鉄道と大型汽船〔木谷勤『帝国主義と世界の一体化』山川出版社, 2000, p.31, pp.39-40〕
⑩ マゼランの航海と「80日間世界一周」〔宮崎正勝『世界史の海へ』小学館, 1997, pp.236-237〕
⑩ 新聞と旅行の発達〔川北稔 匚関心が世界を結ぶ〕，荒井政治「団体なら安くなるートマス・クック商会
物語－」（野上毅 緇『週刊朝日百科世界の歴史J No.114, 朝日新聞社, 1990』pp.D706-D710 〕
IV. おわりに
開発した授業モデルは，近代 における物や人の
「移動と交流」を教材とし，匚世界の一体化」 の理
論を教育内容 とした。取り上げた教材は，時代や
社会の本質に迫るとともに，多 くの地域を結びつ
けるものとして選定した。
また， この授業モデルは，現代社会の課題の一
つである南北問題の起源を探究するねらいをもち，
歴史の流れをグローバルな視野からとらえ ること
を意図したものである。
今後の課題は， この授業 モデルを実践し，「移
動と交流」を通して「世界の一体化」 の理論が習
得できたかを検証することである。
［註］
１）近代対象の「移動と交流」に関する授業実践
を，民間教育団体・学会等から50事例収集した
ところ，世界の一体化に関連する事例は6事例
あったが，教材が対象とする時代と地域も限ら
れたものであったＯ拙稿「『移動と交流』に着
目した世界史教育内容開発」兵庫教育大学修士
論文, 2001, pp.36-510
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２）宮崎正勝「諸文明の交流とネットワーク論」（樺
山紘一 他編「世界史へ」山川出版社, 1991)  p.20o
3 ）福井憲彦『歴史学の現在』放送大学教育振興
会, 2001,  p.62 。
4 ）濱下武志「銀の流通から見た世界経済のネッ
トワーク」（柴田三千雄 他編『シリーズ世界史
の問い9　世界の構造化』岩波書店, 1991)  pp.
21-530
5 ）I ・ウォーラーステイン，川北稔 訳『近代世
界 システム1600 ～1650 』名古屋大学出版会，
1997, p.60
6 ）社会史・生活史と表記したのは，社会史の概
念を単一 に規定するのは難しいからである。
７） 川北稔「世界史のなかの生活史」（樺山紘一
他編『世界史へ』山川出版社, 1998)  pp. 144-145。
8 ） 佐伯員人 他 『高等学校新学習指導要領の解
説地理歴史』学事出版, 2000,  p.27 。
9 ）森分孝治氏 は，事象が起こった原因や法則の
成立理由を科学的に説明できる問いは，「なぜ」
のみが考えられるとしている。森分孝治『社会
科授業構成の理論と方法』明治図書出版, 2000,
p.910
